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地方公営企業法第 40条第 1項

並びに大村市営企業の業務状況を

説明する書類の作成に関する条例

第 2条、及び第 3条の定めるとこ

ろに より、昭和 39年度後期分の

大村市営企業業務の動向及び財政

事情を次のとた D公表する。

昭和 40年 6月23日

大村市長 大村純毅

日
平
均
六
百
五
十
万
円

売
上

1
前
年
比
四
十
%
増

j¥ 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

九。

O 

建設改良工事

渡り廊下新設工事

艇庫外柵新設工事 408， 93 

競走 用エ ンジン 10， 500， 000 

ボート発着用浮桟橋 186， 280 

主審 室新 宅五 ま } 970， 000 

川
事
業
の
概
況

前
期
に
引
続
き
売
上
け
は
順
調
に
上
昇

い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
四
月
か

ら
昭
和
四
十
年
三
月
ま
で

の
年
間
開
催
日

数
は
百
四
十
二
日
、
一
日
平
均
売
上
け
は

六
百
五
十
四
万
五
千
六
十
四
円
と
前
年
度

四
百
六
十
七
万
六
千
四
百
二
十
二
円
に
く

ら
べ

て
約
四
十
パ

ー
セ
ン
ト
増
の
実
績
を

あ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
に
は
競
走
用

エ
ン
ジ
ン

を

更
新
し、

施
設
面
で
は
主
審
室
、
写
真
室

の
改
善
な
ど
の
整
備
を
行
な
い
ま
し
た
。

間
経
理
の
状
況

後
期
の
経
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
表

の
と
お
b
で
、
一

般
会
計
へ
の
繰
出
金
も

前
期
と
あ
わ
せ
て
五
千
九
百
万
円
を
支
出

す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た。
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問
企
業
債
・

一
時
借
入
金
の
状
況

( Z ) 

企
業
債
の
借
入
れ
治
よ
び

一
時
借
入
金

は
あ

D
ま
せ
ん。

り大村市政だよ

入場人員 (月別)
15 

14 
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轟溢... 

昭和40年 7月1日

新
料
金
で
赤
字
を
解
消

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
も

配水量表
区 分 自己 水 量 日平均配水量

10月 206，905 .i! 6，674 
11月 202，090 o，736 
12月 1200，418 6，464 
1月 191， 6iO 6，181 
2汗 168，805 6，029 
3 f~ 194，497 6，274 
ot 11，1仏 325 6，397 

※給水人口 =34，574人

)¥ 

i 

(C3和40年3月31日現在)

f U ~ 
r，z ~t 追加増b減額 |干(昔費支æt~ ;費目流用額合 計 予算執行額

円

益;(;--主);. IJ~j主事業収 1，776，0∞ 01 ，0155，244，000 37，730，385 

的 第一r託 '邑;~ 収 1，776，0001 01 0147，857，000 37，011，003 

収 第二I員 t，¥;員外収 -1 01 01 7，387，∞o 719，382 

人 合 計 1，776，000 1 01 0155，244，∞o 37，730，385 
;古-+A 水道事実質問 1，776，0ω o 1 0 i 55， 244， 000 55，510，868 

48，351，116 

的 手 昆百\~ )トi'i q l i 7，08i，QOf!i 01 26，652i 01 7，113，652 7，159，752 
iピ: 京二rt~ 予 備 1.1.: i 500. OCO i ム 490，S44 1 O! 4，056 。
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~~-~ ';;:不fj"]収入 O! 01 01 3，001.000 3，414，210 
主芝

第ーな 長他;会告計借か入ら金の 01 0 1 01 3，0∞.000 3，000，0∞ 

収的 第二項 [置♂ι記羽t金 O! 01 01 1.0∞ 321，710 
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り大村市政だよ 昭荊140，平7月1問
昌碩旨緬温・・・

川
事
業
の
概
況

健
康
な
日
常
生
活
を
営
む
う
え
に
最
も

重
要
注
役
割
を
果
し
て
い
る
本
市
水
道
事

業
は、

文
化
生
活
の
向
上
と
と
も
に
給
水

量
も
年
ご
と
に
増
加
し
、
公
衆
衛
生
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
給
水

開
始
後
三
十
余
年
を
経
過
し
た
本
事
業
は

配
水
管
が
'老
朽
化
し、

送
水
能
力
の
不
足

と
給
水
戸
数
、の
増
加
に
と
も
な
い
、
給
水

区
域
周
辺
の
拡
張
工
事
も
急
務
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
物
価
の
上
昇

人
件
費
の
膨
張
に
と
も
な
い
、
昭
和
三
十

九
年
度
決
算
で
単
年
度
千
七
百
七
十
八
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
解

決
を
民
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
本
年
度
よ
り
新
料
金
主
別
表
の
と

治
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭和~3年 4 月 22 臼第三種郵便物認可
判 明瞭顧問圃園田輔

こ
の
こ
と
に
よ

D
年
次
計
画
に
基
づ
い

て
諸
懸
案
の
問
題
を
解
決
し
、
更
に
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
努
力
し
て
語

り
ま
す
。
現
在
の
給
水
区
域
内
の
給
水
戸

数
は
、
三
月
末
現
在
で
六
千
七
百
八
十
六

一
戸
と
在
っ

て
会
h
y
、
前
期
に
比
べ
百
二
十

六
戸
の
増
加
と
な
り
普
及
率
六
十
・
四
パ

1
セ
シ
ト
と
な
っ
て
治

b
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
需
要
の
急
増
に
対
処
す

る
た
め
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
よ
り
実
施

さ
れ
た
給
水
工
事
指
定
業
者
は
現
在
二
屈

で
あ
り
、
そ
の
施
工
し
た
工
事
は
別
表
の

と
語
り
で
、
日
ご
と
に
着
実
な
進
歩
を
示

(3) 

し
て

治
h
y
ま
す。

川
経
理
の
状
況

経
理
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
わ
り
で
、

昭
和
三
十
九
年
度
は
千
七
百
七
十
八
万
四

百
八
十
三
円
の
赤
字
決
算
(
長
崎
市
よ
り

の
寄
付
金
は
会
計
処
理
上
借
入
と
し
て
合

む
。
)
?
に
な
っ
て
ゐ

b
ま
す。

こ
れ
は
新
料
金
の
収
入
に
よ
り
州
汀
的

な
経
済
性
の
発
揮
に
努
め
年
次
計
闘
に
よ

り
解
消
す
る
も
の
で
あ

D
ま
す
。

川
企
業
債
・
一
時
借
入
金
の
現
在
高

昭
和
三
十
九
年
度
末
に
沿
け
る
企
業
債

の
総
領
及
び
一

時
借
入
金
の
現
在
高
は
別

表
の
と
治
り
で
、
前
者
は
建
設
改
良
工
事

費
用
と
し
て
、
後
者
は
運
営
資
金
と

し
て

借
り
入
れ

た
も
の
で
あ

D
ま
す
。

医
療
の
内
容
を
充
実

病
床
転
用
も
計
開

ω事
業
の
概
況

昭
和
三
十
九
年
度
で
は
、
基
準
寝
具
の

J 

実
施
に
よ
り
入
院
患
者
の
利
便
と
、
常
に

市
民
医
療
の
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
診
療
内
零

の
充
実
右
図
り
、
ま
た
医
師

た
よ
び
医
療
技
術
者
の
充
実
と
医
療
諸
施

設
の
整
備
を
図

っ
て
参
り
ま
し
た
。

し
か

し
な
が
ら
患
者
数
は
前
年
度
に
比

べ
入
院
に
沿
い
て
約
十
パ

ー
セ
ン
ト
、
外

来
に
沿

い
て
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少

を
示
し
て
治

b
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
的
な

傾
向
で
あ
る
結
核
入
院
患
者
の
減
少
、
眼

科
外
来
者
の
減
少
が
主
な
原
因
で
、
病
院

経
営
に
対
す
る
影
響
を
考
慮
し
て
現
在

一

部
病
床
の
転
用
を
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
限
ら
4
1
病
院
の
経
営
は
物
価

の
高
騰
と
人
件
費
の
増
嵩

ιよ
り
ま
す
ま

す
困
難
を
増
し
て
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
公
的
医
療
機
関
の
使
命
と
任
務

を
自
覚
し
市
民
の
医
療
福
松
む
増
進
に
一

増
の
努
力
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

間
経
理
の
状
況

本
年
度
に

岩
け
る
経
理
の
状
況
は
別
表

ミ，..--~ 

の
と
お
り
で
す
。

ィ
、
損
益
勘
定
に
つ
い
て

収
益
的
収
入
額
は
一
億
六
千
五
百
五
万

七
千
七
百
七
十
九
円
で
収
益
的
支
出
額

は

一
億
五
千
九
百
二
十
五
万
八
千
百
十

七
円
で
あ
り
、
差
引
当
年
度
純
利
益
は

‘
五
百
七
十
九
万
九
千
六
百
六
十
二
円
で

あ
b
ま
す
。

ロ、

資
本
勘
定
に
つ
い
て

資
本
的
収
入
額
は

一
万
八
千
円
、
資
本

的
支
出
額
は
五
百
万

一
千
九
百
五
十
円

で
あ

D
、
差
引
不
足
額
四
百
九
十
八
万

三
千
九
百
五
十
円
は
内
部
留
保
資
金
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

友
語
、
三
十
八
年
度
以
前
に
た
-け
る
繰

上
充
用
に
よ
る
予
算
執
行
と
保
険
者
負
担

の
診
療
費
が
二
カ
月
後
に
収
入
さ
れ
る
関

係
で
資
金
不
足
と
な

D
運
営
資
金

生
一
時

借
入
金
に
よ
る
外
な
く
、
従
っ

て
こ
れ
ら

の
利
息
も
多
額
に
治
よ
び
、

資
金
繰

D
に

困
難
を
生
じ

て
ゐ
る
現
況
で
あ
り
早
急
に

そ
の
解
決
策
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

山
間
企
業
債
・
一
時
借
入
金
の
現
在
高

昭
和
四
十
年
三
月
末
の
企
業
債
治
よ
び

一
時
借
入
金
の
総
額
は
別
表
の

と
島

b
で

あ
り
、
本
年
度
中
に
支
払
済
の
企
業
債
償

還
利
息
は

二
百
九
万
二
千
六
百
四
十
四
円

一
時
借
入
金
利
息
は
四
百
三
十
七
万
九
千

四
百
円
で
あ

b
ま
す
。

‘、
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入院I~
外来|亡コ

調 剤 数 (単位剤)

月 思リ斉Ij 数

1 0 10， 005 

1 1 8，777 

1 2 9， 808 

8，6071 

2 9，983 

3 12，218 

5十 59， 398 

1日平均 367 

6司 794

F 
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凶
司

副
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3ヘi資資第本l款的収入 | 11 18 U υ 18 i 。。

本 固第定膏l産項主耕主 (1 18 。 。 18 18 
[内

qR 
入

4ロ2、 再t 。 18 。 18 18 。
資第資本1，欽的支 出 5，046 5，0"02 62 

本 第資本l的項支出 1，451 18 U 。 1， ~69 1， 407 62 

，'.J 企第業2世I憤買還金 3，595 。 。 。 3，595 3~595 。
支 。
出

18 I 5哩」ぷロ〉、 。1 。 5，064 62 

(昭和40年3月31日現在)

起債 目的 借 入先 発行年月日 ! 発行総額
償還品

未償還残高 償還終期
当年度償還品 |償還品累計 利率

病 院 建設費 郵 政 省 30， 5， 24 22，000千円 1，543千円 1 7，936千円 14， 064千円 ..6・5 47， 3， 31 

~ 、 上 大蔵省 30， 5， 26 1，300 223 O 『市 M 39，11.1 

-ノL¥a 上 郵政 省 31， 3， 31 1，200 130 757 443 "“ 43， 3. 31 

-ノL¥ 上 ノ--'--¥ 上 31. 4， 27 7 ，400 801 l 4，醐 2， 732 "" 43， 3， 31 

企 上 大蔵省 31，7， 30 10，000 628 3，230 6， 770 仰" 48， 3， 31 

ト 看護婦寄宿舎建設費 郵政省 3 ， 3， 30 2，000 134 787 1， 213 ..6・3 47， 3， 31 

医 師住宅建設費 大 蔵省 33，3， 31 5，000 136 697 4， 303 ..6・5 57， 2， 1 

~ 言十 48，900 3，595 19.375 29， 525 年分厘

資本的収入額が資 主的支出額に不足する額~，964千円l主、当年度分損益勘定留保資金 4，964千円で補てん Lた。

企業債明細書

(日百和40年 3月31日現在)

率 1 返済期日
2銭 4厘 ! 40. 4. 5 
タ i 40. 4. 5 
0 1 4 O. 4. 1 6 
0 4 0. 4. 1 6 

手IJ
日歩

金 額

15.000千円
1 5，000 
1 5.000 
1 3.000 
58.000 

借入年月日

40， 3. 20 
4O. 3. 20 
4O. 3. 22 
40. 3.22 

一時 借 入 金
借入目的昔入先

営 資 金|親和銀 行
チ |十八銀行

タ |親和銀行

ん ~ !ト八 銀行
言十 i 合

一

可~，


